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会
　
計 

「
排
出
量
取
引
の
会
計
処
理
」、お
よ

び「
四
半
期
Ｇ
Ｃ
注
記
」に
関
す
る

会
計
基
準
、公
表
議
決
さ
れ
る

│
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

去
る
６
月
19
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
７
９
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
、
改
正
実
務
対

応
報
告
15
号「
排
出
量
取
引
の
会
計

処
理
に
関
す
る
当
面
の
取
扱
い
」、

お
よ
び
改
正
企
業
会
計
基
準
12
号

「
四
半
期
財
務
諸
表
に
関
す
る
会
計

基
準
」の
公
表
議
決
等
を
行
っ
た
。

今
回
の
本
委
員
会
で
の
主
な
検
討

事
項
は
次
の
と
お
り
。

●「
排
出
量
取
引
の
会
計
処
理
に
関

す
る
当
面
の
取
扱
い
」

平
成
20
年
10
月
よ
り
排
出
量
取
引

の
国
内
統
合
市
場
の
試
行
的
実
施
の

し
く
み
の
１
つ
と
し
て「
試
行
排
出

量
取
引
ス
キ
ー
ム
」が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
当
該
ス
キ
ー

ム
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
会
計
処
理

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
改
正
を

行
っ
た
。

(1)
　
会
計
処
理

事
後
清
算
に
よ
り
排
出
枠
を
取
得
す

る
場
合

・
取
得
時
に
は
会
計
上
の
取
引
を
認

識
し
な
い
。

・
企
業
が
複
数
年
度
に
わ
た
っ
て
当

該
ス
キ
ー
ム
に
参
加
す
る
場
合
、

売
却
の
対
価
は
仮
受
金
そ
の
他
の

未
決
算
勘
定
と
し
て
計
上
し
、
当

該
ス
キ
ー
ム
に
参
加
す
る
複
数
年

度
を
通
算
し
て
目
標
達
成
が
確
実

と
見
込
ま
れ
た
時
点
で
利
益
に
振

り
替
え
る
。
ま
た
は
、
目
標
未
達

で
費
用
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、

費
用
の
減
額
に
あ
て
る
。

事
前
交
付
に
よ
り
排
出
枠
を
取
得
す

る
場
合

・
事
前
交
付
時
に
は
会
計
上
の
取
引

を
認
識
し
な
い
。

・
排
出
枠
を
第
三
者
へ
売
却
し
た
場

合
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
は
、
事

後
清
算
に
よ
り
排
出
枠
を
取
得
す

る
場
合
と
同
様
と
す
る
。

費
用
の
計
上

・
試
行
排
出
量
取
引
ス
キ
ー
ム
に
お

い
て
も
、
将
来
の
自
社
使
用
を
見

込
ん
で
排
出
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
他
者

か
ら
購
入
す
る
場
合
と
、
費
用
計

上
の
考
え
方
は
同
様
で
あ
る
。

・
費
用
計
上
は
資
産
計
上
さ
れ
た
排

出
枠
や
代
替
す
る
排
出
ク
レ
ジ
ッ

ト
も
し
く
は
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

償
却
し
た
時
点
で
行
う
。

(2)
　
適
用
時
期

公
表
日（
６
月
23
日
）を
含
む
事
業

年
度
か
ら
適
用
す
る
。

●「
四
半
期
財
務
諸
表
に
関
す
る
会

計
基
準
」

(1)
　
概
要

継
続
企
業
の
前
提
に
疑
義
を
生
じ

さ
せ
る
よ
う
な
事
象
や
状
況
が
存
在

し
、
当
該
事
象
を
解
消
・
改
善
す
る

た
め
の
対
応
を
し
て
も
な
お
継
続
企

業
の
前
提
に
関
す
る
重
要
な
不
確
実

性
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
四
半
期

財
務
諸
表
へ
そ
の
旨
の
注
記
が
必
要

と
な
る
。

(2)
　
適
用
時
期

平
成
21
年
６
月
30
日
以
後
終
了
す

る
四
半
期
会
計
期
間
か
ら
適
用
す

る
。

会
　
計 

証
券
化
お
よ
び
特
別
目
的
事
業
体

に
関
す
る
基
準
書
を
公
表
│
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ

去
る
６
月
12
日
、
米
国
財
務
会
計

基
準
審
議
会（
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）は
、
①
Ｓ

Ｆ
Ａ
Ｓ
140
号「
金
融
資
産
の
譲
渡
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
務
な
ら
び
に
負
債

の
消
滅
に
関
す
る
会
計
処
理
」を
改

訂
す
る
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
166
号「
金
融
資
産

の
譲
渡
に
関
す
る
会
計
処
理
―
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｂ
基
準
書
140
号
の
改
訂
」お
よ
び

②
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
解
釈
指
針
46
号（
２
０

０
３
年
12
月
改
訂
）「
変
動
持
分
事
業

体
の
連
結
」（
以
下
、
Ｆ
Ｉ
Ｎ
46
(R)
）

を
改
訂
す
る
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
167
号「
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｂ
解
釈
指
針
46
号
(R)
の
改
訂
」を

公
表
し
た
。
両
新
基
準
書
と
も
、
従

前
の
基
準
書
の
適
用
上
の
問
題
点
を

改
善
す
る
ほ
か
、
現
在
の
金
融
危
機

の
中
で
Ｓ
Ｅ
Ｃ
な
ど
か
ら
提
起
さ
れ

た
懸
念
等
に
対
す
る
対
処
を
目
的
に

公
表
さ
れ
た
。

国
際
会
計
基
準
審
議
会（
Ｉ
Ａ
Ｓ

Ｂ
）も
認
識
の
中
止
と
連
結
に
関
す

る
新
基
準
書
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
り
、

２
０
０
８
年
12
月
に
公
開
草
案「
連

結
財
務
諸
表
」を
、
２
０
０
９
年
３

月
に
公
開
草
案「
認
識
の
中
止
」を
公

表
し
て
い
る
。

今
回
の
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
に
よ
る
新
基
準

書
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
は
存
在
し
な
い

適
格
特
別
目
的
事
業
体（
Ｑ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
）

の
概
念
を
削
除
し
、
認
識
中
止
の
要

件
を
満
た
す
金
融
資
産
の
一
部
譲
渡

を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン

バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
改
善
を
図
る
短
期

的
な
対
応
に
よ
る
も
の
。
最
終
的
に

は
、
両
審
議
会
で
、
統
合
化
さ
れ
た

認
識
の
中
止
に
関
す
る
基
準
書
の
発

行
を
目
指
し
て
い
る
。

な
お
、
両
基
準
書
と
も
２
０
０
９

年
11
月
16
日
以
降
に
開
始
す
る
最
初

の
事
業
年
度
の
期
首
か
ら
適
用
さ

れ
、
早
期
適
用
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
。

■
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
166
号
の
改
訂
ポ
イ
ン
ト

・
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
166
号
は
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
140
号

を
改
訂
し
、
Ｑ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
の
概
念
を

削
除
し
て
い
る
。
改
訂
前
の
Ｓ
Ｆ

Ａ
Ｓ
140
号
に
お
い
て
は
、
Ｑ
Ｓ
Ｐ

Ｅ
の
定
義
を
充
足
す
る
証
券
化

ビ
ー
ク
ル
に
譲
渡
さ
れ
た
金
融
資

産
は
、
譲
渡
人
に
よ
っ
て
通
常
は

認
識
の
中
止
と
さ
れ
て
い
る
。

・
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
140
号
９
項
の
売
却
処
理

要
件
に
関
連
し
、
譲
渡
人
お
よ
び

そ
の
連
結
対
象
の
事
業
体
す
べ
て

が
譲
渡
金
融
資
産
の
支
配
を
放
棄

し
て
い
る
こ
と
を
判
断
す
る
こ
と

を
明
確
に
し
、
こ
の
判
断
に
あ

た
っ
て
は
譲
渡
に
関
連
し
た
す
べ

て
の
契
約
・
合
意
な
ど
を
検
討
す

る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

・
前
記
の
Ｑ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
の
概
念
の
削
除

に
よ
り
、
譲
渡
資
産
を
自
由
に
担

保
差
入
・
交
換
で
き
る
譲
受
人
の

能
力
に
関
し
て
、
Ｑ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
が
譲

受
人
で
あ
る
場
合
の
規
定
も
削
除

し
て
い
る
。
代
わ
り
に
、
譲
受
人

が
資
産
担
保
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
お
よ

び
証
券
化
の
み
に
従
事
す
る
Ｓ
Ｐ

Ｅ
で
あ
る
場
合
に
は
、
受
益
持
分

保
有
者
に
つ
い
て
そ
の
能
力
を
検

討
す
る
よ
う
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

・
金
融
資
産
の
一
部
譲
渡
を
売
却
と

し
て
処
理
す
る
た
め
の
特
定
の
状

況
を
定
め
る
の
に
、
参
加
持
分

（participating interest

）と
い

う
用
語
を
定
義
し
て
い
る
。
譲
渡

部
分
が
参
加
持
分
の
定
義
を
満
た

す
場
合
の
み
、
一
部
譲
渡
の
売
却
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統計
百
貨
店
の
最
悪
状
況
続
く

百
貨
店
の
不
振
は
、最
悪
の
状
況
が

続
い
て
い
る
。日
本
百
貨
店
協
会
が
こ

の
ほ
ど
発
表
し
た
５
月
の
全
国
百
貨
店

売
上
高（
既
存
店
ベ
ー
ス
）は
前
年
同
月

比
12
・
３
％
減
の
５
、１
１
２
億
円
と
、

４
月
に
続
い
て
前
年
実
績
を
１
割
以
上

下
回
っ
た
。
５
月
の
売
上
高
は
単
月

ベ
ー
ス
で
は
最
悪
の
落
込
み
と
な
り
、

こ
れ
で
15
カ
月
連
続
で
前
年
実
績
を
割

り
込
ん
だ
。個
人
消
費
に
は
底
入
れ
の

兆
し
は
ま
だ
み
え
ず
、各
社
の
低
価
格

路
線
は
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
り
そ
う

だ
。５

月
は
中
旬
以
降
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
感
染
が
拡
大
し
た
こ
と
で
、

関
西
の
店
舗
を
中
心
に
外
出
を
控
え
る

消
費
者
が
増
え
た
こ
と
が
響
い
た
。高

額
衣
料
の
不
振
も
続
い
た
。地
区
別
で

は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
２
次
感
染

が
確
認
さ
れ
た
神
戸
で
20
・
６
％
減
と

な
っ
た
ほ
か
、大
阪
が
12
・
９
％
減
、東

京
も
14
％
減
だ
っ
た
。初
期
に
感
染
が

広
が
っ
た
地
域
で
下
落
幅
が
大
き
か
っ

た
。主

な
商
品
を
み
る
と
、主
力
の
衣
料

品
は
気
温
の
高
い
日
が
多
か
っ
た
た

め
、ブ
ラ
ウ
ス
や
シ
ャ
ツ
な
ど
夏
物
商

品
の
売
行
き
が
良
か
っ
た
が
、高
額
品

は
依
然
と
し
て
低
迷
。紳
士
服
が
16
・
９

％
減
、婦
人
服
は
15
％
減
と
そ
れ
ぞ
れ

大
幅
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。比
較
的

好
調
と
さ
れ
た
化
粧
品
も
高
価
格
帯
が

伸
び
悩
ん
で
７
・
７
％
減
、食
品
も
５
・

２
％
減
と
苦
戦
し
た
。百
貨
店
各
社
が

相
次
い
で
は
じ
め
た
衣
料
品
な
ど
の

「
下
取
り
セ
ー
ル
」も
、一
部
の
売
上
を

押
し
上
げ
た
も
の
の
、他
の
売
り
場
へ

の
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
ほ
ど
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
。

６
月
も
需
要
の
大
幅
な
回
復
は
見
込

め
ず
、売
上
減
が
続
く
見
通
し
だ
。賞
与

を
減
ら
す
企
業
が
続
出
す
る
中
、各
社

は
７
月
に
一
斉
に
開
催
す
る
セ
ー
ル
の

前
倒
し
や
低
価
格
品
の
拡
充
で
売
上
確

保
に
懸
命
に
な
っ
て
い
る
。百
貨
店
協

会
で
は「
日
経
平
均
が
一
時
１
万
円
を

回
復
し
、政
府
も
事
実
上
、景
気
底
入
れ

を
宣
言
し
て
お
り
、買
い
物
に
プ
ラ
ス

と
な
る
の
で
は
」と
期
待
し
て
い
る
。

　
今
春
の
賃
上
げ
額
、

５
年
ぶ
り
の
低
下

日
本
経
団
連
が
ま
と
め
た
今
春
の
労

使
交
渉
結
果
の
最
終
集
計
に
よ
る
と
、

大
手
企
業
の
定
期
昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
あ
わ
せ
た
賃
上
げ
額
は
平
均
で

５
、７
５
８
円
だ
っ
た
。妥
結
額
は
前
年

分
を
５
１
３
円
下
回
り
、５
年
ぶ
り
に

低
下
し
た
。世
界
同
時
不
況
に
よ
る
輸

出
低
迷
で
、自
動
車
や
化
学
な
ど
が
振

る
わ
な
か
っ
た
。東
証
一
部
に
上
場
す

る
従
業
員
５
０
０
人
以
上
の
１
１
０
社

か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。

昨
年
秋
以
降
、業
績
が
落
ち
込
ん
だ

た
め
賃
上
げ
の
多
く
は
、ベ
ア
で
は
な

く
定
昇
分
と
み
ら
れ
る
。前
年
比
の
上

昇
率
も
１
・
８
１
％
に
と
ど
ま
り
、５
年

ぶ
り
に
前
年
よ
り
低
か
っ
た
。妥
結
額

の
内
訳
を
み
る
と
製
造
業
が
５
、６
９

３
円
、非
製
造
業
は
６
、１
３
９
円
だ
っ

た
。　

個
人
株
主
が
増
加
、

４
年
ぶ
り
20
％
台
に
上
昇

東
京
証
券
取
引
所
な
ど
全
国
５
証
券

取
引
所（
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
を
除
く
）が
発

表
し
た
２
０
０
８
年
度
の
株
式
分
布
状

況
調
査
に
よ
る
と
、個
人
の
株
式
保
有

比
率（
金
額
ベ
ー
ス
）が
４
年
ぶ
り
に
20

％
台
に
上
昇
し
た
。昨
年
秋
の
世
界
的

な
金
融
危
機
で
、日
経
平
均
株
価
が
26

年
ぶ
り
の
安
値
を
つ
け
、底
値
圏
と
み

た
個
人
投
資
家
が
買
い
に
動
い
た
た
め

だ
。そ
の
一
方
、リ
ス
ク
資
産
の
圧
縮
を

迫
ら
れ
た
外
国
人
の
比
率
は
07
年
度
比

４
ポ
イ
ン
ト
減
と
過
去
最
大
の
低
下
幅

を
記
録
し
た
。08
年
度
は
外
国
人
の
売

り
を
個
人
投
資
家
が
吸
収
し
た
構
図
が

鮮
明
と
な
っ
た
。

個
人
の
保
有
率
は
20
・
１
％
で
、前
年

度
比
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、過
去
最

大
の
上
昇
幅
と
な
っ
た
。保
有
す
る
株

式
の
時
価
総
額（
年
度
末
時
点
）は
約
52

兆
円
と
信
託
銀
行（
約
49
兆
円
）を
上
回

り
、事
業
法
人（
約
58
兆
円
）や
外
国
人

（
約
61
兆
円
）に
迫
っ
た
。個

人
は
昨
年
10
月
に
月
間
で

１
兆
円
近
く
買
い
越
し
、

08
年
度
は
年
間
で
18
年
ぶ

り
に
の
買
い
越
し
と
な
っ

た
。投
資
信
託
の
保
有
比
率

も
個
人
マ
ネ
ー
の
流
入
で

５
・
１
％
と
４
年
連
続
で
最

高
を
更
新
し
た
。個
人
株
主

数（
延
べ
人
数
）は
２
２
７

万
人
増
の
４
、２
２
３
万
人

と
初
め
て
４
、０
０
０
万
人

を
突
破
し
た
。

主な投資主体の株式保有比率 30
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信託銀行 

銀行 
（信託除く） 

4.9

（％） 

（年度） 

処
理
が
認
め
ら
れ
る
。

・
譲
渡
人
の
留
保
す
る
受
益
持
分

（
改
訂
前
は
譲
渡
資
産
の
帳
簿
価

額
を
時
価
比
で
配
分
）を
含
め
、

金
融
資
産
の
譲
渡
を
売
却
と
し
て

処
理
し
た
結
果
取
得
す
る
す
べ
て

の
資
産
お
よ
び
負
債
を
、
当
初
認

識
時
に
公
正
価
値
で
評
価
す
る
こ

と
を
要
求
し
て
い
る
。

・
譲
渡
資
産
に
対
し
て
譲
渡
人
の
継

続
的
関
与
が
あ
る
場
合
な
ど
に
つ

い
て
、
開
示
の
拡
充
が
行
わ
れ
て

い
る
。

■
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
167
号
の
改
訂
ポ
イ
ン
ト

・
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
166
号
に
よ
る
Ｑ
Ｓ
Ｐ
Ｅ

の
概
念
の
削
除
に
伴
い
、
特
定
の

状
況
を
除
い
て
Ｑ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
を
連
結

対
象
外
と
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｎ
46
(R)
の
例

外
規
定
を
削
除
し
て
い
る
。
改
訂

前
の
Ｆ
Ｉ
Ｎ
46
(R)
に
お
い
て
は
、

Ｑ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
の
資
産
お
よ
び
負
債
は

譲
渡
人
お
よ
び
多
く
の
投
資
家
に

よ
る
連
結
か
ら
免
除
さ
れ
る
。

・
主
た
る
受
益
者
を
決
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
改
訂
前
の
Ｆ
Ｉ
Ｎ
46

(R)
に
お
い
て
は
、
期
待
損
失
、
期

待
残
余
利
益
ま
た
は
両
者
の
過
半

を
負
担
・
享
受
す
る
変
動
持
分
を

有
す
る
企
業
が
変
動
持
分
事
業
体

（
Ｖ
Ｉ
Ｅ
）を
連
結
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
通
常
は
定
量
的
分

析
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
今
回
の

改
訂
で
は
、
①
Ｖ
Ｉ
Ｅ
の
重
要
な

活
動
を
指
図
す
る
力
、
お
よ
び
②

潜
在
的
に
重
要
で
あ
る
損
失
を
負

担
す
る
義
務
ま
た
は
利
益
を
享
受

す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
か
を
定

性
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
。

・
改
訂
前
は
特
定
の
事
象
が
生
じ
た

と
き
に
主
た
る
受
益
者
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
た
が
、
ど
の
持
分
所

有
者
が
主
た
る
受
益
者
か
を
継
続

的
に
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
問
題
債
権
の
再
編
成

（trou
b
led
 d
eb
t restru

ctu
r-

ing : 

Ｔ
Ｄ
Ｒ
）を
見
直
し
事
象
と

し
な
い
例
外
規
定
は
削
除
さ
れ

た
。

・
Ｖ
Ｉ
Ｅ
の
見
直
し
に
関
し
て
も
、

Ｖ
Ｉ
Ｅ
の
重
要
な
活
動
を
指
図
す

る
力
の
喪
失
に
つ
い
て
も
見
直
し

事
象
に
加
え
ら
れ
た
。
前
記
と
同

様
に
、
Ｔ
Ｄ
Ｒ
の
例
外
規
定
は
削

除
さ
れ
た
。

・
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
連
結
Ｖ
Ｉ
Ｅ
の
資
産
お
よ
び

負
債
を
、
貸
借
対
照
表
上
に
お
い

て
区
分
し
て
表
示
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

・
開
示
の
改
訂
に
関
し
て
は
、
Ｖ
Ｉ

Ｅ
に
対
す
る
関
与
お
よ
び
連
結
分

析
を
す
る
際
に
使
用
し
た
判
断
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
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会
　
計 

公
開
草
案「
経
営
者
の
説
明
」を

公
表
│
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

去
る
６
月
18
日
、
国
際
会
計
基
準

審
議
会（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

２
号「
株
式
報
酬
」の
改
訂
を
公
表
し

た
。
本
改
訂
は
、
子
会
社
が
従
業
員

ま
た
は
従
業
員
以
外
の
者
か
ら
財
貨

ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取
る
一

方
、
親
会
社
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
内
の

他
の
企
業
が
当
該
財
貨
ま
た
は
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
者
に
対
し
て
支
払
義
務

が
あ
る
よ
う
な
株
式
報
酬
契
約
の
場

合
に
、
子
会
社
が
そ
の
財
務
諸
表
に

お
い
て
い
か
に
会
計
処
理
す
べ
き
か

を
明
確
に
す
る
た
め
に
発
行
さ
れ

た
。
ま
た
、
本
改
訂
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
８
号「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
２
号
の
範
囲
」お

よ
び
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
11
号「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

２
号
│
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
自
己
株
式

取
引
」の
解
釈
指
針
を
組
み
入
れ
て

お
り
、
こ
の
結
果
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
８

号
お
よ
び
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
11
号
は
失
効

と
な
る
。

株
式
報
酬
取
引
に
お
い
て
財
貨
ま

た
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取
る
企
業

は
、
そ
の
対
価
が
グ
ル
ー
プ
内
の
ど

の
企
業
が
決
済
す
る
か
、
あ
る
い
は

株
式
ま
た
は
現
金
の
い
ず
れ
で
決
済

さ
れ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
２
号
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
を

明
確
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
グ

ル
ー
プ
と
い
う
用
語
は
Ｉ
Ａ
Ｓ
27
号

「
連
結
お
よ
び
個
別
財
務
諸
表
」で
用

い
ら
れ
て
い
る
の
と
同
一
の
意
味

（
親
会
社
お
よ
び
子
会
社
の
み
）で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。

財
貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取

る
企
業
は
、
自
己
の
株
式
で
決
済
す

る
か
ま
た
は
決
済
の
義
務
が
な
い
と

き
に
、
株
式
決
済
型
の
株
式
報
酬
取

貴社の景況判断ＢＳＩ（「上昇」－「下降」社数構成比） (単位：％ポイント） ●貴社の景況 
21年4～6月期の「貴社の景況判断」BSIを全産業でみると、大企業、中堅企業、
中小企業いずれも「下降」超となっている。 
先行きを全産業でみると、大企業は21年10～12月期に「上昇」超に転じる
見通し、中堅企業、中小企業は「下降」超で推移する見通しとなっている。 
●国内の景況 
21年4～6月期の「国内の景況判断」BSIを全産業でみると、大企業、中堅企業、
中小企業いずれも「下降」超となっている。 
先行きを全産業でみると、大企業は21年10～12月期に「上昇」超に転じる
見通し、中堅企業、中小企業は「下降」超で推移する見通しとなっている。 
21年6月末時点の「従業員数判断」BSIを全産業でみると、大企業、中堅企業、
中小企業いずれも「過剰気味」超となっている。 
先行きを全産業でみると、大企業、中堅企業、中小企業いずれも「過剰気味」
超で推移する見通しとなっている。 
21年度は、9．6％の減収見通しとなっている（上期16．7％の減収見込み、
下期1．9％の減収見通し）。 
業種別にみると、製造業、非製造業ともに減収見通しとなっている。 
21年度は、12．1％の減益見通しとなっている（上期52．0％の減益見込み、
下期81．3％の増益見通し）。 
業種別にみると、製造業、非製造業ともに減益見通しとなっている。 
21年度は、19．5％の減少見通しとなっている（上期17．7％の減少見込み、
下期21．1％の減少見通し）。 
業種別にみると、製造業、非製造業ともに減少見通しとなっている。 

平成21年4―6月期調査 

対象企業数 
回答企業数 
回　収　率 

法人企業景気予測調査 
（内閣府・財務省） 

法人企業景気予測調査は、経済・財政政策運営の基礎資料を得ることを目的として、企業活動の現状と先行き見通
しに対する経営者の判断を四半期ごとに調査している。なお、資本金1千万円以上の法人企業（電気・ガス・水道業及
び金融業、保険業は資本金1億円以上）を対象としている。以下は、平成21年4―6月期調査結果の概要である。 

（注）本調査において大企業とは資本金10億円以上の企業を、中堅企業とは資本金１億円以上
10億円未満の企業を、中小企業とは資本金1千万円以上１億円未満の企業をいう。 

景　　況 

大
企
業
 
中
堅
企
業
 
中
小
企
業
 

21年1～3月 
前回調査 

全産業  
　製造業 
　非製造業 
全産業  
　製造業 
　非製造業 
全産業  
　製造業 
　非製造業 

▲51.3  
▲66.0  
▲42.6  
▲51.3  
▲69.1  
▲45.8  
▲52.9  
▲72.4  
▲48.8 

21年4～6月 
現状判断 
▲22.4  
▲13.2  
▲27.8  
▲37.0  
▲26.5  
▲40.3  
▲49.6  
▲54.5  
▲48.6 

21年7～9月 
見通し 

21年1～3月 
前回調査 

21年4～6月 
現状判断 

21年7～9月 
見通し 

▲2.6  
4.8  
▲6.8  
▲15.1  
▲9.6  
▲16.8  
▲30.9  
▲28.4  
▲31.4 

国内の景況判断ＢＳＩ（「上昇」－「下降」社数構成比） (単位：％ポイント） 

大
企
業
 
中
堅
企
業
 
中
小
企
業
 

全産業  
　製造業 
　非製造業 
全産業  
　製造業 
　非製造業 
全産業  
　製造業 
　非製造業 

▲26.7  
▲14.2  
▲33.9  
▲46.5  
▲35.3  
▲50.0  
▲61.5  
▲63.2  
▲61.1 

▲9.3  
▲0.8  
▲14.1  
▲22.0  
▲12.4  
▲25.0  
▲36.3  
▲35.0  
▲36.5 

21年10～12月 
見通し 

21年10～12月 
見通し 

8.7  
17.3  
3.8  
▲2.0  
3.5  
▲3.8  
▲16.8  
▲14.6  
▲17.3 

6.5  
14.2  
2.0  
▲1.6  
4.4  
▲3.5  
▲19.1  
▲16.4  
▲19.7 

▲74.6  
▲78.8  
▲72.2  
▲76.4  
▲81.7  
▲74.7  
▲74.7  
▲82.4  
▲73.1 

14，964社 
11，763社 
78．6％ 

設備投資 

 
雇　　用 

売 上  高 

経常利益 

会
　
計 

改
訂
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
２
号「
グ
ル
ー
プ
の

現
金
決
済
型
の
株
式
報
酬
取
引
」を

公
表
│
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

引
と
し
て
財
貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を

測
定
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
現

金
決
済
型
の
株
式
報
酬
取
引
と
し
て

財
貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
測
定
す

る
。
株
式
報
酬
取
引
を
決
済
す
る
企

業
は（
グ
ル
ー
プ
内
の
他
の
企
業
が

財
貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取

る
）、
自
己
の
株
式
で
決
済
す
る
場

合
の
み
株
式
決
済
型
の
株
式
報
酬
取

引
と
し
て
当
該
取
引
の
認
識
を
行

い
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
現
金
決

済
型
の
株
式
報
酬
取
引
と
し
て
認
識

す
る
。

本
改
訂
は
、
２
０
１
０
年
１
月
１

日
以
降
開
始
年
度
か
ら
適
用
さ
れ

る
。

去
る
６
月
23
日
、国
際
会
計
基
準
審

議
会（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）は
、企
業
が
記
述
に

よ
る
報
告（
こ
こ
で
は
、「
経
営
者
の
説

明（m
anagem

ent com
m
entary

）」）

を
作
成
し
、開
示
す
る
場
合
の
手
助

け
と
な
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
公
開

草
案
を
公
表
し
た
。公
開
草
案
へ
の

コ
メ
ン
ト
期
限
は
、２
０
１
０
年
３

月
１
日
。

「
経
営
者
の
説
明
」は
、
一
般
的
な

用
語
で
い
え
ば
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ

（M
an
ag
em
en
t D
iscu
ssion

 an
d

A
n
aly
sis

）で
あ
り
、
企
業
の
財
政

状
態
、
経
営
成
績
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
の
状
況
が
、
経
営
上
の
目
的

や
そ
の
達
成
の
た
め
の
戦
略
に
い
か

に
関
連
す
る
か
を
概
説
す
る
も
の
。

多
く
の
国
で
そ
の
開
示
が
強
制
さ
れ

て
い
る
が
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
に
よ
る
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
提
供
が
望
ま
れ
て
い
た
。

以
下
で
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
注
意
点
と
含
め
る
べ
き
情
報
を
取

り
上
げ
る
。

■
注
意
点

①
　「
経
営
者
の
説
明
」は
、
財
務
諸

表
を
補
足
す
る
た
め
に
、
財
務
諸

表
に
示
さ
れ
た
金
額
に
つ
い
て
追

加
の
説
明
を
行
い
、
当
該
情
報
を



7 経理情報●2009.7.10（№1220） 

フラッ
シュ 

形
成
す
る
状
況
と
事
象
を
説
明

し
、
財
務
情
報
と
非
財
務
情
報
の

双
方
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②
　
経
営
者
は
、
流
動
性
、
資
本
の

源
泉
、
収
益
、
経
営
成
績
に
影
響

を
与
え
る
傾
向
、
不
確
実
性
ま
た

は
そ
の
他
の
要
素
を
知
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
将
来
の
見
通
し
に
関

す
る
情
報（forw

ard
 look

in
g

inform
ation

）を
含
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

③
　「
経
営
者
の
説
明
」は
、
含
ま
れ

る
情
報
の
比
較
可
能
性
、
検
証
可

能
性
、
適
時
性
、
理
解
可
能
性
を

最
大
に
す
る
べ
き
質
的
性
格
に
依

存
し
て
い
る
。

④
　「
経
営
者
の
説
明
」は
、
明
確

で
、
簡
潔
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⑤
　「
経
営
者
の
説
明
」は
、
関
連
す

る
財
務
諸
表
と
整
合
し
、
財
務
諸

表
の
注
記
で
の
開
示
と
二
重
に
な

る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

■
含
め
る
べ
き
情
報

「
経
営
者
の
説
明
」に
は
、次
の
理
解

の
た
め
基
本
と
な
る
情
報
を
含
む
。

①
　
事
業
の
内
容

②
　
経
営
の
目
的
お
よ
び
そ
の
目
的

の
た
め
の
戦
略

③
　
企
業
の
最
も
重
要
な
源
泉
、
リ

ス
ク
、
関
係

④
　
経
営
成
績
お
よ
び
将
来

⑤
　
主
要
な
成
績
測
定
基
礎
お
よ
び

経
営
者
が
企
業
の
成
績
を
評
価
す

る
た
め
に
使
用
す
る
指
標

会
　
計 

退
職
給
付
会
計
に
お
け
る
ア
セ
ッ

ト
シ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
る
│
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、
退
職
給
付
専
門
委

去
る
６
月
24
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
54
回
退
職
給
付
専
門
委

員
会
を
開
催
し
た
。
今
回
議
論
さ
れ

た
の
は
、
ア
セ
ッ
ト
シ
ー
リ
ン
グ
に

つ
い
て
。
論
点
整
理
で
は
検
討
を
見

送
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
メ
ン
ト

募
集
で
検
討
す
べ
き
と
の
声
が
あ
っ

た
た
め
、
今
回
議
題
と
な
っ
た
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
19
号
54
項
で
は
退
職
給
付

に
係
る
負
債
を
、（
退
職
給
付
債
務

┃

年
金
資
産
）か
ら
未
認
識
数
理
計

算
上
の
差
異
と
未
認
識
過
去
勤
務
債

務
を
加
減
し
た
額
と
規
定
し
て
い

る
。
そ
の
金
額
は
、
負
の
値（
資
産
）

に
な
り
う
る
。
こ
の
会
計
上
の
積
立

超
過
の
場
合
に
お
け
る
資
産
計
上
の

制
限
が
ア
セ
ッ
ト
シ
ー
リ
ン
グ
で
あ

る
。
Ｉ
Ａ
Ｓ
19
号
58
項
で
は
、
そ
の

額
を
次
の
い
ず
れ
か
の
低
い
金
額
で

測
定
す
る
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

(a)
　
54
項
に
よ
り
算
定
し
た
金
額

(b)
　
次
の
金
額
の
合
計
額

(i)
　
未
認
識
の
正
味
保
険
数
理
差

損
の
累
積
額
お
よ
び
過
去
勤
務

費
用

(ii)
　
①
制
度
か
ら
の
返
還
ま
た
は

②
将
来
の
制
度
へ
の
掛
金
を
減

額
す
る
形
で
利
用
可
能
な
経
済

的
便
益
が
あ
れ
ば
そ
の
現
在
価

値
。当
該
経
済
的
便
益
の
現
在
価

値
は
78
項
で
規
定
す
る
割
引
率

を
使
用
し
て
決
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
の
①
、
②
に
つ
い
て
明
確
な
定

義
が
な
く
解
釈
の
余
地
が
あ
っ
た
た

め
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
14
号
に
お
い
て
、

利
用
可
能
な
場
合
や
算
定
方
法
が
明

確
化
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
の
検
討
で
は
Ｉ
Ａ

Ｓ
19
号
58
項
の
規
定
や
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

14
号
の
規
定
は
わ
か
り
に
く
く
、
ま

た
日
本
の
会
計
処
理
と
あ
ま
り
関
係

し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
意

見
が
相
次
い
だ
。

ま
た
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
14
号
に
つ
い

て
は
、
同
号
22
項
に
し
た
が
っ
て
会

計
処
理
す
る
と
、
最
低
積
立
要
件
が

存
在
す
る
場
合
に（
年
金
）制
度
に
対

し
て
前
払
い
を
し
た
と
き
、
当
該
前

払
い
が
資
産
と
さ
れ
ず
に
費
用
と
し

て
処
理
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
予
期

せ
ぬ
不
都
合
が
生
じ
て
い
た
。

そ
こ
で
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
本
年
５
月
28

日
に
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
14
号
の
改
訂
公
開

草
案
を
公
表
し
た（
本
誌
６
月
20
日
号

４
頁「
情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」参
照
）。
今

回
こ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
事
務
局
で
は
わ
が
国
に
と
っ
て

あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
た
め
特
に

行
わ
な
い
と
提
案
し
て
い
る
。

会
　
計 

「
公
正
価
値
測
定
」論
点
整
理
は

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
Ｅ
Ｄ
を
踏
ま
え
て
検

討
│
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、
金
融
商
品
専
門
委

去
る
６
月
24
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
54
回
金
融
商
品
専
門
委

員
会
を
開
催
し
、「
公
正
価
値
測
定

及
び
そ
の
開
示
に
関
す
る
論
点
の
整

理
」の
検
討
を
行
っ
た
。

本
論
点
整
理
は
５
月
に
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

が
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
公
開
草

案（
Ｅ
Ｄ
）を
公
表
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
論
点
整
理
の
名
称
を
前
述
の

よ
う
に
変
更
し
、
内
容
に
関
し
て
も

若
干
の
修
正
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
論
点
整
理
に
お
い
て

は
、
非
上
場
株
式
な
ど
時
価
を
把
握

す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
と
認
め
ら

れ
る
も
の
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
検

討
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
が
注
記
に

明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
の
主
な
検
討
は
次
の
と
お
り
。

●
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
157
号
お
よ
び
Ｉ
Ａ
Ｓ

Ｂ
・
Ｅ
Ｄ
で
示
さ
れ
る
公
正
価
値

の
評
価
技
法

こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
論
点
整
理

に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
Ｅ
Ｄ
で

示
さ
れ
る
評
価
技
法
の
概
要
を
記
載

す
る
こ
と
と
し
た
。

Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
157
号
お
よ
び
Ｅ
Ｄ
で
は
、

公
正
価
値
の
測
定
に
際
し
て
、次
の
い

ず
れ
か
の
評
価
技
法
を
用
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

(1)
　
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ

同
一
ま
た
は
類
似
す
る
資
産
ま

た
は
負
債
に
関
す
る
市
場
取
引
に

よ
り
生
成
さ
れ
る
、価
格
そ
の
他
の

情
報
を
用
い
る
評
価
技
法
。

(2)
　
イ
ン
カ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ

将
来
の
金
額（
利
益
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
等
）を
割
引
現
在
価

値
に
変
換
す
る
評
価
技
法
。

(3)
　
コ
ス
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ

資
産
を
再
調
達
す
る
た
め
に
現

在
必
要
な
金
額（
現
在
再
調
達
原

価
）に
基
づ
く
評
価
技
法
。

●
論
点
３ : 

開
示

開
示
に
つ
い
て
も
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
修
正
が
行
わ
れ
検
討
さ
れ
た
。

・
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
157
号
で
は
財
政
状
態
計

算
書
に
お
い
て
公
正
価
値
で
測
定

が
行
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
別
の
金
額
の
開
示
を

求
め
て
い
る
が
、
開
示
対
象
の
整
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法
　
務 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関

す
る
報
告
書
、公
表
相
次
ぐ

│
経
済
産
業
省
・
金
融
庁

去
る
６
月
17
日
、
経
済
産
業
省
の

企
業
統
治
研
究
会
が
報
告
書
を
公
表

し
、
同
日
金
融
庁
の
金
融
審
議
会
に

お
け
る
作
業
部
会「
我
が
国
金
融
・

資
本
市
場
の
国
際
化
に
関
す
る
ス
タ

デ
ィ
グ
ル
ー
プ
」（
以
下
、｢

国
際
化

Ｓ
Ｇ｣

と
す
る
）は
上
場
会
社
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に

向
け
た
報
告
を
公
表
し
た
。

両
報
告
は
ど
ち
ら
も
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
も
の
だ

が
、前
者
は
社
外
役
員
の
独
立
性
や
社

外
取
締
役
の
義
務
付
け
の
是
非
に
特

化
し
て
い
る
の
に
対
し
、後
者
は
そ
れ

に
加
え
市
場
に
お
け
る
資
金
調
達
、投

資
者
に
よ
る
議
決
権
行
使
、上
場
会
社

等
の
企
業
統
治
に
係
る
規
律
付
け
の

手
法
な
ど
に
係
る
問
題
を
取
り
扱
っ

て
い
る
な
ど
、市
場
ル
ー
ル
の
観
点
か

ら
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。

主
要
な
論
点
は
次
の
と
お
り
。
な

お
、
企
業
統
治
研
究
会
報
告
書
は
経

済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
国
際
化

Ｓ
Ｇ
の
報
告
は
金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
。

◆
社
外
役
員
を
め
ぐ
る
論
点

社
外
取
締
役
強
制
の
可
否

企
業
統
治
研
究
会
の
報
告
書
で

は
、
会
社
法
上
の
社
外
取
締
役
が
い

な
く
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
独
自

の
方
法
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
力
を
入
れ

て
い
る
企
業
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
一
律
的
に
社
外
取
締
役
設
置
を

強
制
す
べ
き
で
は
な
く
、
次
の
い
ず

れ
か
の
よ
う
な
対
応
を
求
め
る
べ
き

だ
と
し
て
い
る
。

①
　
社
外
取
締
役
を
設
置
し
、企
業

統
治
体
制
を
整
備
、実
行
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、開
示
す
る（
社
外

取
締
役
の
役
割
、機
能
の
開
示

等
）。

②
　
①
を
選
択
し
な
い
場
合
、当
該

企
業
独
自
の
方
法
で
企
業
統
治

体
制
を
整
備
、実
行
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、開
示
す
る
。

一
方
、
国
際
化
Ｓ
Ｇ
の
報
告
書
で

も
、
東
証
上
場
企
業
の
55
％
が
社
外

取
締
役
を
１
人
も
選
任
し
て
い
な
い

現
状
は
改
善
す
る
余
地
が
あ
る
と
し

つ
つ
も
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
内
容

と
そ
の
体
制
を
選
択
す
る
理
由
に
つ

い
て
十
分
な
開
示
を
求
め
る
べ
き
、

と
し
て
い
る
。

社
外
取
締
役
の
独
立
性

現
行
の
会
社
法
で
は
、
社
外
取
締

役
・
監
査
役
と
し
て
、
そ
の
会
社
や

子
会
社
の
出
身
者
等
の
選
任
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
が
、
親
会
社
や
兄
弟

会
社
、
大
株
主
企
業
、
主
要
取
引
先

の
出
身
者
等
を
選
任
す
る
こ
と
は
可

能
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
独
立
し
た

立
場
か
ら
の
監
督
と
い
う
趣
旨
は
十

分
に
満
た
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
議
論
に
対
し
て
は
、
監
督
機

関
に
求
め
ら
れ
る
実
効
性
や
専
門
性

は
独
立
性
と
両
立
し
に
く
い
こ
と
を

両
報
告
書
と
も
に
指
摘
し
て
お
り
、

一
律
に「
社
外
性
」要
件
を「
独
立
性
」

要
件
に
置
き
換
え
る
べ
き
で
は
な
い

と
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
主
な
論
点

国
際
化
Ｓ
Ｇ
の
報
告
で
は
、
そ
の

他
の
論
点
と
し
て
第
三
者
割
当
増

資
、
子
会
社
上
場
、
投
資
者
に
よ
る

議
決
権
行
使
等
を
め
ぐ
る
問
題
点
を

挙
げ
て
い
る（
当
該
部
分
に
関
し
て

は
本
誌
７
月
１
日
号
７
頁
、
情
報
フ

ラ
ッ
シ
ュ
参
照
）。

金
　
融 

出
口
戦
略
を
論
じ
ら
れ
な
い
日
銀

の
苦
悩

世
界
的
な
金
融
緩
和
策
や
財
政
出

動
政
策
で
、
昨
年
秋
以
降
の
世
界
金

融
危
機
に
よ
る
市
場
の
混
乱
と
そ
れ

に
起
因
す
る
景
気
悪
化
を
正
常
化
さ

せ
よ
う
と
す
る
政
策
当
局
の
試
み

は
、
出
口
戦
略
が
話
題
に
な
る
ほ
ど

色
合
い
の
変
わ
っ
た
も
の
に
な
っ
て

き
た
。

日
本
で
は
、
日
銀
が
一
部
の
審
議

委
員
の
間
で
出
口
戦
略
の
検
討
可
能

性
を
示
唆
す
る
発
言
が
あ
っ
た
か
と

思
う
と
、
直
近
の
政
策
委
員
会
・
金

融
政
策
決
定
会
合
の
議
事
要
旨
か
ら

は
、
金
融
政
策
の
方
向
性
を
示
す
際

に
日
銀
の
景
況
感
が「
上
方
修
正
」と

し
て
強
調
さ
れ
る
面
に
警
戒
す
る
べ

き
と
い
っ
た
発
言
も
あ
り
、
現
在
欧

米
の
政
策
当
局
か
ら
出
て
い
る
よ
う

な
楽
観
論
的
な
出
口
戦
略
は
み
ら
れ

な
い
。
た
だ
、
企
業
金
融
ま
で
踏
み

込
ん
だ
各
種
臨
時
措
置
に
つ
い
て
、

９
月
末
以
降
の
取
扱
い
は
金
融
市

場
・
企
業
金
融
の
動
向
を
み
た
上
で

判
断
す
べ
き
、
と
し
た
発
言
は
、
総

選
挙
後
の
政
局
流
動
化
に
よ
っ
て
政

府
の
経
済
・
金
融
政
策
が
読
め
な
い

部
分
が
あ
る
点
が
大
き
い
た
め
で
あ

る
。仮

に
民
主
党
が
政
権
を
取
る
と
す

れ
ば
、
民
主
党
が
掲
げ
て
い
る
金
融

政
策
は
、
時
価
会
計
の
凍
結
な
ど
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
規
制
強
化
の
方

向
で
あ
り
、
現
在
ア
メ
リ
カ
の
金
融

界
で
議
論
と
な
っ
て
い
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の

監
督
範
囲
の
拡
大
な
ど
と
軌
を
一
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

実
際
に
、
今
年
３
月
に
発
表
さ
れ

た
同
党
の
緊
急
対
策
で
も
、「
金
融

危
機
対
策
は
非
伝
統
的
金
融
政
策
の

領
域
に
よ
り
深
く
踏
み
込
ま
な
く
て

は
な
ら
な
い
段
階
」で
あ
る
と
い
う

基
本
認
識
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
の

非
伝
統
的
金
融
政
策
と
し
て
、「
マ

イ
ナ
ス
金
利
」、「
そ
の
他
資
産
購

入
」、「
中
銀
再
構
築
」な
ど
と
い
っ

た
具
体
的
な
方
策
を
掲
げ
て
お
り
、

日
銀
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
政
策
の
役

割
を
負
わ
せ
る
構
想
を
描
い
て
い

る
。し

た
が
っ
て
、
総
選
挙
後
の
政
権

の
形
が
明
確
に
な
る
ま
で
は
日
銀
も

事
実
上
動
け
な
い
の
が
実
態
で
、
出

口
戦
略
も
あ
く
ま
で
机
上
の
論
議
の

領
域
を
出
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
む
し
ろ
民
主
党
政
権
成
立
の
可

能
性
を
高
く
見
積
れ
ば
、
出
口
ど
こ

ろ
か
追
加
対
策
を
強
要
さ
れ
る
警
戒

感
が
強
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

独
自
の
政
策
を
打
ち
出
し
に
く
い
状

況
が
総
選
挙
後
の
新
政
権
成
立
ま
で

継
続
し
そ
う
だ
。

理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
レ
ベ
ル
３
の
資
産
お
よ
び
負
債
の

購
入
、
売
却
、
発
行
お
よ
び
決
済

額
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｆ
Ａ
Ｓ
157
号
で

は
純
額
で
の
開
示
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
Ｅ
Ｄ
で
は
総
額
の
開
示
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
総
額
開
示

は
実
務
負
担
が
大
き
く
、
慎
重
に

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

・
評
価
技
法
や
イ
ン
プ
ッ
ト
の
開
示

な
ど
、
定
性
的
な
開
示
に
つ
い
て

は
、
実
務
負
担
が
大
き
い
た
め
、

開
示
方
法
を
工
夫
し
て
は
ど
う

か
。
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フラッ
シュ 

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等   
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2009年
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2009年
6月23日 
 
 
 
2009年
6月24日 
 
 
 
2009年
6月24日 

 
我が国における国際会計基準の取扱いにつ
いて（中間報告） 
 
 
 
 
「継続企業の前提」に関連する実務指針の改
正（案） 
 
 
 
 
企業統治研究会報告書 
 
 
 
我が国金融・資本市場の国際化に関するスタディ
グループ報告～上場会社等のコーポレート・
ガバナンスの強化に向けて～ 
 
 
改正実務対応報告第15号 
排出量取引の会計処理に関する当面の取扱い 
 
 
 
法律第58号 
金融商品取引法等の一部を改正する法律 
 
 
 
法律第５９号 
資金決済に関する法律 

金融庁（企業会
計審議会　企
画調整部会） 

 
 

 
日本公認 
会計士協会 

 
 
 

経済産業省 
（企業統治 
研究会） 
 

金融庁 
（金融審議会 
金融分科会） 

 
 

企業会計基準
委員会 

わが国のIFRS適用にむけたスケジュール等を定めた
もの。早期適用は2010年３月期から、強制適用は
2015年もしくは2016年３月期からとされている。 
 
企業会計審議会において、中間監査基準および四半
期レビュー基準について継続企業の前提に関する見
直しが行われ、これらの改訂を受け、関連実務指針の
見直しを検討したもの。なお、意見募集は７月１日（水）
まで。 
 
社会経済的に望ましい企業統治の在り方について、具
体的には、社外役員の導入などコーポレート・ガバナ
ンス向上に向けたルールの在り方全体について検討
したもの。 
 
市場における資金調達やガバナンス機構、投資者に
よる議決権行使等の問題を検討した報告書。 
 
 
平成20年10月より排出量取引の国内統合市場の試
行的実施のしくみの1つとして試行排出量取引スキー
ムが開始されたことに伴い、当該スキームにおいて
必要と考えられる会計処理を明らかにしたもの。 
 
信用格付業者に対する規制の導入や金融分野におけ
る裁判外紛争解決制度（金融ＡＤＲ制度）の創設等わが
国金融･資本市場の信頼性や活力を強化するための
改正。 
 
前払式支払手段の発行、銀行等以外の者が行う為替
取引などについて、必要な措置を講じ、資金決済シ
ステムの安全性等の向上に資することを目的とした
法律。 

日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号 

2009年 
7月1日号 
ニュース記事 

2009年 
7月1日号･7月10日号 
ニュース記事 

2009年 
7月10日号 
ニュース記事 

2009年 
7月10日号 
ニュース記事 

証
　
券 

証
券
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
は
活
発

株
価
の
不
振
や
売
買
の
低
調
が
続

く
と
、
投
資
家
の
証
券
市
場
離
れ
が

叫
ば
れ
、
株
式
や
債
券
の
発
行
に
よ

る
資
金
調
達
も
下
火
と
な
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
結
果
、
証
券
市
場
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
た
り
す
る
。
昨
年

来
、
証
券
市
場
は
不
振
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
現
在
、
証
券
市
場
か
ら
の

資
金
調
達
は
意
外
に
活
発
で
あ
る
。

ま
ず
、社
債
の
発
行
が
活
発
で
、今

年
３
月
は
月
間
の
社
債
発
行
額
が
過

去
最
高
に
な
っ
た
。２
０
０
９
年
前
半

の
社
債
発
行
額
は
６
兆
円
を
超
え
、98

年
以
来
11
年
振
り
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で

あ
る
。社
債
発
行
で
は
ト
ヨ
タ
、ソ

ニ
ー
、ホ
ン
ダ
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
、

わ
が
国
の
ト
ッ
プ
企
業
が
顔
を
揃
え

て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。

昨
年
秋
以
降
の
あ
ま
り
に
も
急
速

な
景
気
後
退
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
企
業

で
さ
え
、
巨
額
の
赤
字
に
転
落
、
銀

行
融
資
も
思
う
よ
う
に
は
行
か
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。
銀
行
自
身
も
自

己
資
本
の
毀
損
に
よ
り
、
融
資
能
力

が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
ト
ッ
プ
企
業
は
資
金
調
達
を
社

債
発
行
に
求
め
た
。
幸
い
、
そ
こ
に

は
社
債
発
行
に
応
え
ら
れ
る
資
金
が

待
機
し
て
い
た
。

社
債
発
行
は
個
人
向
け
と
限
定
し

た
も
の
も
活
発
で
あ
る
。
金
融
、
電

力
な
ど
が
積
極
的
に
発
行
し
、
利
回

り
に
よ
っ
て
個
人
を
引
き
つ
け
よ
う

と
す
る
も
の
は
劣
後
債
と
な
っ
て
い

る
。社

債
は
も
ち
ろ
ん
誰
で
も
発
行
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、一
定
レ
ベ
ル
以

上
の
格
付
が
必
要
で
あ
る
。わ
が
国
で

は
低
格
付
社
債（
ジ
ャ
ン
ク
債
）は
、市

場
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、発
行

で
き
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、ソ
フ
ト

バ
ン
ク
は
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
格
付

で
、個
人
向
け
社
債
を
発
行
し
、当
初

予
定
の
発
行
額
に
上
乗
せ
し
て
発
行

す
る
ほ
ど
好
評
で
あ
る
と
い
う
。利
回

り
は
５
％
を
上
回
っ
て
お
り
、今
後
の

成
り
行
き
が
極
め
て
注
目
さ
れ
る

ケ
ー
ス
で
あ
る
。

一
方
、
株
式
の
発
行
も
大
手
銀

行
、
メ
ガ
バ
ン
ク
の
大
規
模
な
自
己

資
本
増
強
が
浮
上
し
て
お
り
、
発
行

額
合
計
は
こ
こ
数
年
の
市
場
全
体
１

年
分
を
軽
く
上
回
っ
て
し
ま
う
規
模

に
な
り
そ
う
だ
。

メ
ガ
バ
ン
ク
株
に
つ
い
て
は
、
発

行
規
模
が
大
き
い
た
め
希
薄
化
に
よ

る
株
価
下
落
、
既
存
株
主
の
損
失
が

懸
念
さ
れ
る
ほ
ど
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ひ
と
昔
前
に
い

わ
れ
た
限
界
市
場
と
し
て
の
証
券
市

場
、
額
面
割
当
増
資
に
よ
る
資
金
調

達
を
連
想
さ
せ
な
く
も
な
い
が
、
証

券
市
場
の
存
在
感
を
高
め
る
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
。


